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基本方針

H24年度の
事業概要・計画

H25年度の事業計画

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

H26年度の事業計画

6
項

10

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

　自然に触れ、自然に親しむことでふるさとの良さを知り、ふるさとを愛する心を培う。
　自然体験をとおして、他者との関わりに気づき、自主性や協力性、思いやりの心を育てる。
　家族で参加し、家族ふれあいの機会をもつことにより家庭教育の充実を図る。
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上栫 久伸部等名 教育部 課等名 記入者名
年度年度18

総合計画上の
位置付け

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

青年の家 63-2135内線

実施計画
１　基本事項

事業期間

施　　策

細 施 策

歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

　予算細々目名

青少年教育の充実

平成

目会計 款

事務事業名

社会教育の充実②

青少年教育充実事業（自然まつり）

3

平成

細目
根拠法令・条例、関連計画等

１主催事業（自然まつり）

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

　自然に恵まれた青年の家及び周辺の環境を生かし、家族や友達とふれあいを深めながら、自然に触れ、自然で遊
び、自然を学ぶことにより、ふるさとの良さを知り、ふるさとを愛する心を培う。

【期日】
　　春：　４月２９日(金）
　　夏：　８月１２日(金）
　　　　　　　１３日(土）
　　秋：１０月１６日(日）
　　冬：１２月１８日(日）
【対象】市民
【内容】野外ゲーム
　　　　天体観測
　　　　クラフト活動
【参加者数】
　　合計７７３人（４回）

【期日】
　　春：　４月２９日(日）
　　夏：　７月２１日(土）
　　秋：１０月１４日(日）
　　冬：１２月１６日(日）
【対象】市民
【内容】野外ゲーム
　　　　天体観測
　　　　クラフト活動
【参加者目標数】
　　合計８００人（４回）

平成２４年度事業の継続 平成２４年度事業の継続

４　事務事業の対象・手段・意図

H23年度の事業概要

３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　青年の家及び周辺の環境を生かした野外ゲームや自然体験及び自然
素材を使ったクラフト活動等

　市民全般
　（周辺の町にも広く広報）



227

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

４日 ４日

850773 900

目標
24年度23年度

区分
最終目標

年度

事務事業評価（事後評価）

実績

１　指標の推移

目標
26年度

単位

４日事業実施日数 日

100100

800

100

目標値

５日

目標

100

４日

　参加者全員が「とても満足」、「満足」と回答しているので、今後も内容の充実を図っていきた
い。
　家庭教育充実の一助とするためにも、幼児をもつ家庭への広報啓発に努めていく必要がある。

②

理由

①

理由

■ 

参加者数

100

あ　る

900

いいえ

指 標 名

■ な　い 理由

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

な　い

□ 

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

　県内８カ所(国立大隅青少年自然の家、県立青少年研修センター、県立霧島自然ふれあいセンター、南薩少年自然の家、奄美
少年自然の家、鹿児島市立少年自然の家、薩摩川内市立少年自然の家、出水市青年の家)の青少年社会教育施設では、施設内の
自然を生かした野外活動などの類似事業が展開されている。

　事業費の大半が補助員謝金であるが、１００人を超す参加者（子ども含む）の安全を確保するた
めにも現在の事業費は必要であると考える。

■ 

□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）効
率
性

あ　る

　今後の方向性（総合評価）

①

②

参加者の満足度（アンケート） ％

人

　材料費１００円程度の負担は妥当であると考える。

自然体験をとおして、自主性や協力性、思いやりの心を育て、家族ふれ
あいの機会をもつことにより家庭教育の充実を図るため継続とする。

□ 

な　い 理由

　本所及び周辺の自然環境を生かしたこの活動内容は、他の事業では見られない。
□ あ　る

■ は　い 理由

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

■ 

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

二次評価と同様に継続とする。

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

　ふるさとの良さを知り、ふるさとを愛する子どもの育成は、将来の出水市にとって欠かせないこ
とである。
　家庭教育充実のために、家族のふれあいの機会を提供することはとても重要なことである。

□ 

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

　参加者の感想を見ても満足していることがわかる。
　今後さらに内容の見直し・充実を図りながら、参加者の拡充を目指し
ていきたい。

活
動
指
標

25年度


